
岡山大学環境方針 
 

基本理念 
 

 岡山大学は、「かけがえのない地球環境をまもり、自然豊かな環境を明日の世代に引

き継ぐことが人間社会の基本的な責務である」との認識に立ち、本学における教育、

学術研究を始めとするあらゆる諸活動を通して、持続性のある循環型社会を構築し、

維持するために地球環境への負荷の低減に努め、サステイナブル・キャンパスをめざ

します。また、岡山大学を真に国際的な学術拠点として、都市・地域が連繋した「実

りある学都」をめざします。 
 

基本方針 
 

 岡山大学は、１１の学部と、７研究科並びに３研究所、岡山大学病院、附属学校園

等を擁した総合大学としての特徴を活かし、以下の活動を積極的に推進します。 

 

１．地球環境・地域環境・生物多様性に関連する教育及び学術研究の活動を推進し、

国内外の環境分野において中核的に活躍しうる高い総合的能力と人格を備えた人材

を養成するとともに、環境の保全及び改善に貢献する新たな研究成果の創成と継承

に取り組みます。 

２．環境に関連する公開講座、シンポジウム等の開催のほか、地域社会との連携を推

進し、環境配慮に関する貢献活動に取り組みます。 

３．環境に関連する法令、協定及び自主基準等を遵守します。 

４．事業活動において、次の項目を地球環境保全の重点テーマとして取り組みます。 

  ① 省エネルギーの推進 

  ② 地球温暖化対策 

  ③ 省資源対策 

  ④ 廃棄物の減量化・再資源化及び有害廃棄物の適正処理 

  ⑤ グリーン購入の推進 

  ⑥ 化学物質の管理徹底 

５．教職員、学生、生徒など岡山大学に関係する全ての人が、それぞれの立場で、自

発的・積極的に環境保全活動の継続的な改善・向上に取り組みます。 
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